



研究所 ・ 研究室 8 に在籍しているみなさんからひとことをお預かりしました。
■長田さんが最初に広島大を訪ねてこられ、 プロジェクトの説明を聞いた時、 目的の
達成について自分としてはかなり不安でしたが、 持ち前の 「なんとかなるさ」 精神で
仕事を引き受けました。 なんとかなったかどうかはこれから評価されるでしょうが、 自分








頭が悪いので理解できません。 2011 年東北地方太平洋沖地震では、 何千億もかけ
た地震予知研究がほとんど機能せず、 何百万かの低予算で行ってきたアナログな地
形 ・ 地質学的な研究が実際には役に立つことがわかったわけです。 自然現象ですら
その程度ですから、 人間社会の複雑性など単純に数値モデルで理解 ・ 制御できるわ









  インドにも行けた。 考古学，地理学，まして DNA にまで触れる機会がもてた。 ヴェー







  研究史， 学会， 同時代の人々の真っ直ぐな努力を信じ， 私生活と呼べるような領
域を殆ど放棄して， もてる能力だけで研究の中核部分に立ち向かい， 研究教育にそ
れだけの業績を挙げてきたと自負する私としては， 当然しかるべく遇され， 能力を発


















が終わると長田プロジェクトから出してもらう同僚三人の共著 「牛」 報告書を 2 － 3 日
で手直し， そのあとも原稿の締切が複数待ち受けている。 校正は今でも３つ机上にあ




  人生幾何夏已秋。                     　　　　                      2012 年 2 月 15 日     亭橅
（伝承文化研究 WG　リーダー　後藤敏文）
■私は， 人間行動の全般が好奇心から生まれると思っています。 そしてインダス ・ プ
ロジェクトは， 私の好奇心をおおいに満たしてくれました。 初めてのインド， 初めて取
り組んだインダス文明， プロジェクトで初めて会った人々や久しぶりに会った人々・・・，
さらには GIS ほかの技術を通して， 考古資料がどのように見えてくるのか ・ ・ ・ 。 技









代 DNA の研究に言及している。 そのためか、 たしか 2008 年になってインダスの遺
跡で人骨が出たので、古代DNAを調べてくれないかという依頼を長田さんから受けた。










いてもきちんとミトコンドリア DNA のハプロタイプを決定することができたので、 神澤君





　2011 年には、 コルカッタ近郊にできたゲノム医学の研究所に旧知の Majumder 所
長を訪問し、 またプネのデカン大学も訪問し、 ジョグレカー先生とお会いすることがで
きた。 こうして、 ３年連続でインドを訪問する機会を持てたことは、 とても幸せだった。
京都の地球研での会議も、 毎回私にとっては収穫が大きく、 一次、 二次、 あるいは
三次と続いた夜の懇親会とともに、 京都訪問は大きな魅力だった。 楽しく語ることが
できる人々ばかりというのは、 結局そのような方達を集めた長田さんの眼力であろう。




■長田さんから話をいただいたのが 2006 年、 研究科長職の 2 年目でした。 2007 年
から 2008 年には恐れていた学部長職が当ってしまい、 長期の海外出張はできなくな
り、プロジェクトにはご迷惑をお掛けしました。 私の周辺のメンバーも、「まじめ」 で 「ほ





　私自身としては、 思いもかけず、 エンマーコムギの生き生きとした姿があり、 インド











な研究者であるということではなく、 他のメンバーが ・ ・ ・ ということです。
生業班のみなさんがそれぞれに得ることのある数年間だったことを願っています。 生












































■振りかえると、 予想内、 予想外のハプニングが多くあり、 ジェットコースターのような
6 年間でした。 それらは、 地球研のプロジェクトであるためであったり、 フィールドの
地域性によるためであったりしました。 けれども、 ことあるたびに、 長田先生は持ち前
の 「豪腕」 と 「柔軟さ」 で乗り切ってこられました。 いま改めて、 インダス ・ プロジェ
クトは、 長田先生がリーダーであるからこそ成立したと思っています。 そして、 実りあ
るプロジェクトとなったのは、 コアメンバーの先生方をはじめとする皆さまのご尽力の賜
物です。 ほんとうにありがとうございました。




■学生時代より出入りしていたインド ・ パキスタンに、 諸事情により足が遠ざかり、 西
アジアやエジプトへと調査地を移していた私に、 長田先生と上杉さんが声をかけてく
ださったのはプロジェクト FR1 年目の 2007 年であった。 その時は日本人一人という状









■初めて長田先生にお会いしたのは， 私の記憶では 2005 年 （秋頃？） にインダス・
プロジェクトのコアメンバーである日文研 ・ 宇野先生の研究室で， のことだったと思い
ます。 プロジェクトのインダス文明関連の 「考古遺跡データベース」 を宇野先生が請
け負うかたちで作成されていて， そのデータ入力の作業を私がアルバイトとして日文
研でおこなっていました。 当時は， インダス文明に積極的に関わるつもりもなく （すみ
ません ・ ・ ・ ）， 単にデータ入力の 「仕事」 として言われた事を黙々とこなしていた
だけだったのですが，そのアルバイト作業が縁で，プロジェクトが FR として立ち上がっ
た時に， プロジェクト研究員として採用していただくことになりました。
　世の中， 縁とは不思議なもので， その長田先生との出会いのお陰で， プロジェクト





（日本文化研究センター ・ 機関研究員 / 元プロジェクト研究員　寺村裕史）
■３年弱という短い間でしたが、 とても楽しくお仕事ができました。 海外旅行をしたこと
がない私にとっては （今の時代、 珍しいですが）、 先生方からインドやイランやパプア
ニューギニアやその他色々な国の事をお聞きするのは、 驚きもあり、 とても貴重で楽
しい時間でした。 この場を借りましてお礼申し上げます。 ありがとうございました。 そし
て、 これからも皆さんが、 色々な国でご活躍されることを祈っています。
（事務補佐員　平山多香子）
■ FS、 PR、 FR ５年目の合計３年間、 事務補佐員としてお世話になりました。 長田先
生はじめ、 プロジェクトメンバーのみなさん、 研究室８のみなさんの成果が無事に実り
まして、 とても嬉しく思います。 本当にお疲れさまでした。 また、 楽しく仕事をさせて
いただき、 ありがとうございました。
　FR １年目から４年目のとても忙しい時期には、 研究員として上杉彰紀さん、 研究支
援員として園田建さん、 また事務補佐員として河村たみ枝さんが、 研究室８に所属さ






ルモラにて） / 上右 ブジの国際シンポジウム
での一こま。 食事中に話をする松井さんと後
藤さん / 左 ブジ市内観光の一こま。 長田、 松
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2011 年 8 月 7 日　国際シンポジウム “Environmental Change and the Indus Civilization”
懇親会会場にて （京都市左京区　貴船）
